
　

新
年
度
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
だ　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

新
雪
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ら
の
目
輝
く　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

う
す
毛
に
も
未
来
明
る
し
新
薬
が　
　
　
　
武
蔵
野
市　

 

池
田　

武
子

古
い
物
新
た
に
冴
え
る
妻
の
勘　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

「
新
た
一
歩
」
高
齢
自
動
車
講
習
太
鼓
判  　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

米
の
字
と
抱
い
て
新
地
で
四
股
を
踏
む　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

新
入
生
背
広
姿
輝
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

「
新
」の
付
く
党
は
長
く
は
続
か
な
い　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

朝
一
番
め
く
る
新
聞
運
勢
欄　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

新
し
い
春
を
呼
び
込
む
宝
孫　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

新
人
に
負
け
た
王
者
の
胸
の
内　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

新
し
く
旅
立
つ
孫
に
朝
日
さ
す　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

新
緑
の
山
山
見
え
る
我
が
家
か
ら　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

学
校
統
合
早
一
年
新
学
期
交
通
安
全
良
く
守
り　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ

背
中
押
す
決
意
新
た
に
踏
み
出
す
娘　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

八
十
路
坂
夫
婦
で
越
え
る
新
た
年　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

暖
冬
で
新
緑
の
芽
も
顔
を
出
し　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

新
入
生
希
望
を
胸
に
登
校
す
　
　
　
　
　
　
萩
　
野
　
紺
野
　
五
月

新
聞
で
地
域
の
話
題
豊
な
り　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

新
し
い
家
族
に
出
会
い
目
出
た
い
な　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

巣
立
鳥
新
た
な
旅
に
親
ご
こ
ろ　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

地
元
で
生
産
新
米
の
う
ま
い
味　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

新
生
児
パ
パ
そ
っ
く
り
な
イ
ケ
メ
ン
似　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

新
品
が
出
れ
ば
増
え
て
く
ご
み
の
山　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

新
年
の
挨
拶
す
ん
だ
ら
も
う
桜　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

八
十
の
松
を
越
え
て
も
迎
え
来
ず
（
笑
い
）　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

新
婚
の
時
代
思
え
ば
離
婚
な
し　
　
　
　
　

荒
川
区　

戸
村　

絹
代

新
時
代
生
き
る
か
け
声
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

新
入
生
希
望
に
満
ち
る
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

新
生
児
ル
ビ
な
く
読
め
る
名
が
欲
し
い　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

新
し
く
荒
砥
橋
で
る
光
あ
れ　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

樋
口　

敏
子

海
の
底
新
幹
線
で
陸
続
き　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

新
学
期
瞳
輝
き
胸
を
張
り　
　
　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

古
い
よ
り
新
し
い
も
の
な
が
く
も
つ　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

新
築
を
建
て
て
嬉
し
い
我
家
な
り　
　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

友
人
と
香
り
た
の
し
み
新
茶
の
む　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

新
春
の
箱
根
路
競
う
若
き
男（
ひ
と
）　
　
　

  

十　

王　

守
谷　

勝
助

新
年
度
明
る
く
牛
歩
丙
申　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

頼
も
し
い
新
社
会
人
の
は
ば
た
き
だ　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 新 ―　　 

次回「結」四月二十五日まで。　「紅」五月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

大
相
撲
三
月
場
所

（
３
月
13
～
27
日
）

取組 星取 決まり手
２日目 ○ 押し出し
３日目 ● 押し出し
６日目 ○ 突き出し
８日目 ● 押し出し
10日目 ● 寄り切り
11日目 ○ 押し倒し
14日目 ○ 寄り倒し

東幕下４枚目　４勝３敗

白
は く

鷹
よ う

山
ざ ん

情報
４
場
所
連
続
の
勝
ち
越
し

　
十
両
昇
進
に
向
け
好
調
続
く
！

　平成 16 年に発足し、まもなく 13 年目を迎えるボラン

ティア任意団体「ちょぼらの会」。発足時から社会福祉

の分野と介護保険法などの法律や制度では支えられない

すき間の部分を、有償ボランティアでカバーする目的で

事業を展開しています。

スタッフを募集しています。

　ボランティア任意団体「ちょぼらの会」

■サービス内容（平成 28 年３月現在）
《ちょぼらの家》
○介助型サービス「ちょぼらデイサービス」
○非介助型サービス
　「ひだまりサロン」
○生活支援
　「ちょぼら家事支援」

《委託事業》
○給食調理業務
　「施設における食事
　（昼食）調理業務」

　年齢・性別を問わず、どなたでも。賛助会員も

募集しています。詳しくはお問い合わせください。

問 ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）代表 平吹　隆

　 　　　　　　　　　　　　☎８５-６１８８

スタッ
フ

募集中
！

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
様
子
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